













































































































































































































































































































































































































世阿弥が本説を 「正しく （用いよ） 」 というのは、 伊勢物語、








人物の既成のイメージをうまく生かしながら、粧いを少し変えて、戦乱の世に生きた武将 悲哀や優しさ 美しく演出する、それが幽玄の能であると、世阿弥は自作自演 証明してみせた。 本説 ない斬新な創作能など彼の頭にない。　
鷲田清一氏が朝日新聞の「折々のことば」 （八四六）で、
「 （映画や演劇に）必要なのは激越なオリジナリティではな
く、微妙な変化だ。 」という鴨下信一氏（演出家）のことばを紹介して、 「本歌どり」こそ芸術創造の原点で、まず型がありさらにそれをずらすから、観客もどこがどう変わったのかがきちんと掴める、とコメントしている。本歌取りとは和歌や連歌を作る際、すぐれた古歌や漢詩の語句、発想、趣向などを意識的に取り入れて、ダブルイメージ 効果を狙う表現技巧のことで 新古今集の時代に隆盛をみた　
このコラムを読んだとき、これこそ能そのものだと思わ
ず膝を打った。後日、増田正造氏の著書『能の表現』のなかに、 「和歌における〈本歌取り〉の技法は 能に受け継がれ拡大された。 」という一文を見いだして、いよいよ意を強くした。　
本歌取りを可能にするのは、 今と違い、 古典や和歌が人々



















































ためには歌道を習」 こと、 なぜなら、 歌道は「幽玄の種」だからだと諭している。また『風姿花伝』序では、能楽の










とばが張らないよう、 曲の流れに沿うよう、 そっと 、という意だ。　
世阿弥が能に和歌を生かす技にいかに巧みだったか、 『井


















































































































































































が、 最も重要視したのは 「文字移り」 あった。 『風姿花伝』（第六花修云）で、 「節のかかりよくて、文字移りの美しく続きたらんは
 …」という「文字移り」は、文字の続きぐ




























































































































































































































姿を、 今そこにいる美しい有常女として観ている。だから、旅僧の夢覚め 、長 橋懸りを摺り足でゆっくり去りゆくシテの後ろ姿には、はかなさのなかに愛執纏
てんめん
綿とした情調
があるのだ。陰に気を奪われ ことなく、渡ることばに誘われるがままにイマージュを紡ぎながら舞台に見入る、それが能観賞の常道であろう。　『申楽談儀』 （一四） に、 「祝
しうげん








































」である。 「井づゝ、上くわ（上花＝傑作）也」 （同） 、
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